
需給調整市場各リストパターン等受領業務ビジネスプロトコル標準規格（2025年10月制定版）更新箇所一覧
ページ 項番 項目 更新前 更新箇所 備考

各所

週間市場 一次～三次①・複合市場（略称：複合市場） 週間市場の前日取引化による変更

6 ２．２ 図２－２

対象パターン数の選択
・パターン①からパターン⑳

対象パターン数の選択
・パターン001からパターン500

各リスト・パターン数の登録上限を変更

8,9
３．３
３．４

表３－３
表３－４

情報区分コード
・0231：週間市場商品各リスト・パターン需給調整市場
・0232：需給調整市場三次調整力②各リスト・パターン

情報区分コード
・0232：需給調整市場各リスト・パターン

複合市場および三次調整力②市場の各リ
スト・パターンを”0232”に統合

14 ３．１０ 表３－１１－１

表名称
・週間市場商品各リスト・パターン関係メッセージのデー
タ要素

表名称
・各リスト・パターン関係メッセージのデータ要素

複合市場および三次調整力②市場の各リ
スト・パターンを統合

14 ３．１０ 表３－１１－１

各リスト・パターン番号
・説明：各リスト・パターンのパターン番号を示すコード
（01～20）
・属性：x(2)

各リスト・パターン番号
・説明：各リスト・パターンのパターン番号を示すコード
（001～500）
・属性：x(3)

各リスト・パターン数の登録上限を変更

14 ３．１０ 表３－１１－１

繰り返し番号：M10
・最大回数：9999
・ネガワット地点の繰り返し

繰り返し番号：M11
・最大回数：999
・ポジワット地点の繰り返し

繰り返し番号：M10
・最大回数：100000
・ネガワット・ポジワット・ネガポジ地点の繰り返し

繰り返し番号：M11
・上記統合により削除

リソース数の登録上限を変更

15 ３．１０ 表３－１１

契約電力（kW）

需要家の契約電力（kW）

契約電力（kW）

＜参入点が「受電点」の場合＞
・参入点の供出方法がネガワットまたはネガポジの地点
（ネガポジの場合は、ネガ側）における託送供給等約款
上の契約電力（キロワット）
＜参入点が「機器点」の場合＞
・参入点の供出方法がネガワットまたはネガポジの地点
（ネガポジの場合は、ネガ側）における機器点リソースの
最大電力（キロワット）

参入点が「受電点」場合と「機器点」の場合
の扱いを説明欄に明記

15 ３．１０ 表３－１１

契約受電電力（kW）

発電所の契約受電電力（kW）

契約受電電力（kW）

＜参入点が「受電点」の場合＞
・参入点の供出方法がポジワットにおける託送供給等約
款上の契約受電電力（キロワット）
＜参入点が「機器点」の場合＞
・参入点の供出方法がポジワットまたはネガポジの地点
（ネガポジの場合は、ポジ側）における当該機器点リソー
スで供出できる電力の最大値（キロワット）

参入点が「受電点」場合と「機器点」の場合
の扱いを説明欄に明記

16 ３．１０ 表３－１１－２

三次調整力②各リスト・パターン関係メッセージのデータ
要素

表削除 表３－１１－１へ統合

19 ３．１１．４
XML Schemaのファイル
名

(例)　需給調整市場週間市場商品各リストパターンの
XMLスキーマ：OCTO-W9-0231-001.xsd
(例)　需給調整市場三次調整力②各リスト・パターンの
XMLスキーマ：OCTO-W9-0232-001.xsd

(例)　需給調整市場各リスト・パターンのXMLスキーマ：
OCTO-W9-0232-001.xsd

複合市場および三次調整力②市場の各リ
スト・パターンを”0232”に統合

21 ４．１．２ 表４－２

情報区分コード
・需給調整市場週間市場商品各リスト・パターンを示す
“0231”
・需給調整市場三次調整力②各リスト・パターンを示す
“0232”

情報区分コード
・需給調整市場各リスト・パターンを示す“0232”

複合市場および三次調整力②市場の各リ
スト・パターンを”0232”に統合

22 ４．１．３
メッセージの変更・取消
の運用

各リスト・パターン等受領において、メッセージ内のキー
項目以外のデータ要素値を変更する場合は、当該データ
要素値を変更後、変更前のメッセージファイル名と同じ
メッセージファイルを作成する。(表４－３、図４－１)なお、
当該メッセージが変更されたものかどうかは、前回受信
したメッセージを元に受信者が判断する。
また、キー項目のデータ要素値を変更する方法および
メッセージを取り消す方法は規定しない。
表４－３　メッセージの変更例（略）
図４－１　メッセージの変更イメージ（略）

TSOにて承認された後にデータ要素値を変更する方法お
よびメッセージを取り消す方法は規定しないため、
変更・削除したい場合は新たなメッセージファイル名を作
成のうえ提出を行う。

各リスト・パターン等受領において、キー項
目以外のデータ要素名を変更する場合も、
新たなメッセージファイル名を作成を作成し
て提出する必要があるため
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